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【雲仙市商工会建設部会によるカーブミラー清掃】
10月6日、ボランティア活動として雲仙市商工会建
設部会は国見町から吾妻町にかけての小・中学校
周辺のカーブミラー123本を43人で手分けして清
掃しました。
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雲
仙
市
は
10
月
11
日
に
市
制
施
行
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
合
併
10
周
年
を
迎
え

た
10
月
11
日
に
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

（
南
串
山
町
）
に
お
い
て
記
念
式
典
が
執

り
行
わ
れ
、
式
典
で
は
雲
仙
市
民
表
彰
や

市
制
施
行
10
周
年
記
念
表
彰
、
わ
ら
べ
う

た
の
会
・
愛
野
小
学
校
合
唱
部
に
よ
る

『
ふ
る
さ
と
雲
仙
』
の
合
唱
、
小
浜
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
式
典
の
中
で
市
長
が
述
べ
ら

れ
た
式
辞
と
雲
仙
市
議
会
議
長
の
挨
拶
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、「
雲
仙
市
市
制
施
行
10

周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
中
村
長
崎
県
知
事
を
は
じ
め
多

数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
ま
た
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
ご
多

用
の
中
、
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
年
前
の
平
成
17
年
10
月
11
日
、
旧

南
高
来
郡
の
国
見
町
、瑞
穂
町
、吾
妻
町
、

愛
野
町
、
千
々
石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山

町
の
７
つ
の
町
が
合
併
し
、
新
し
い
一
つ

の
市
と
し
て
雲
仙
市
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

雲
仙
市
誕
生
に
際
し
ま
し
て
は
、
旧
町

の
町
長
、議
会
議
員
、合
併
協
議
に
係
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
界
の
皆
様
が
心
を

一
つ
に
し
、
心
を
砕
い
て
地
域
の
将
来
が

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
ご
協
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。

合
併
・
市
制
施
行
に
向
け
て
ご
尽
力
賜

り
ま
し
た
方
々
の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て

改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
本
日
、
こ
の
よ

う
に
記
念
す
べ
き
10
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ご
臨
席

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
市
民
お
一
人
お
ひ

と
り
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
10
年
間
、
合
併
協
議
会
で
策
定
い

た
だ
き
ま
し
た
新
市
建
設
計
画
を
踏
ま

え
、
市
政
の
総
合
的
な
経
営
指
針
と
し
て

雲
仙
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
本
市
の
将

来
像
で
あ
り
ま
す
「
豊
か
な
大
地
・
輝
く

海
と　
ふ
れ
あ
う
人
々
で
築
く　
た
く
ま

し
い
郷
土
」
の
実
現
に
向
け
、
７
町
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
と

な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
い
け
る
行
財
政
の
確
立

を
図
る
と
と
も
に
、
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の

幸
福
と
市
勢
の
進
展
に
向
け
た
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
雲
仙
市
の
歩
み
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
発
足
当
初
は
市
民
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
等
の
市
統
一
基
準

に
よ
る
認
定
事
業
な
ど
、
市
の
一
体
感
の

醸
成
を
図
る
事
業
に
力
を
入
れ
、
ま
た
文

化
財
や
温
泉
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
整
備
事
業
や
地
域
間
交
流
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
と
観
光
業
の
足
腰
を
強
く
す
る
単
独
事

業
を
創
設
す
る
ほ
か
、
子
育
て
世
代
の
応

援
を
柱
と
し
た
福
祉
制
度
の
拡
充
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市

民
皆
様
の
様
々
な
分
野
で
の
ご
活
躍
、
ま

た
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
尽
力
に
よ
り
雲

仙
市
は
確
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
急
激

な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減

少
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
な
ど
克
服

す
べ
き
課
題
も
多
く
、
地
方
情
勢
は
厳
し

い
状
況
が
続
き
、
地
方
自
治
体
は
自
ら
の

意
思
と
責
任
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本

日
迎
え
ま
し
た
合
併
10
周
年
と
い
う
節
目

の
日
は
、
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
と
と
も

に
、
11
年
目
か
ら
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
日
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
歩
み
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
土

台
と
し
、
肥
沃
な
大
地
と
宝
の
海
、
素
晴

ら
し
い
景
観
や
温
泉
、
歴
史
・
文
化
そ
し

て
都
会
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
や

家
族
の
絆
と
い
っ
た
本
市
の
強
み
を
活

か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
本
当
に
喜
ん
で
頂
け
る
雲
仙

市
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

先
ほ
ど
、
41
名
の
市
制
施
行
10
周
年
記

念
表
彰
と
33
名
・
3
団
体
の
市
表
彰
を
執

り
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
各
分
野
で
、

市
政
発
展
の
た
め
に
献
身
的
な
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
て
表
彰
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
今
日
ま
で

の
ご
功
績
を
讃
え
、
そ
の
ご
労
苦
に
対
し

厚
く
御
礼
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
本
市
発
展
の
た
め
に
引

き
続
き
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
雲
仙
市
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
の

皆
様
か
ら
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
改
め
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
日
ご
臨
席
、

ご
列
席
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

雲仙市市制施行10周年
記念式典を開催しました

市長式辞
 雲仙市長
     金澤　秀三郎
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雲
仙
市
市
制
施
行
十
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代

表
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
の
べ

ま
す
。

本
日
は
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
な
に
か
と
ご
多
用
の
中
を

ご
臨
席
た
ま
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
た
だ
今
、
10
周
年
を
記
念

い
た
し
ま
し
て
、
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
皆
様
方
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
我
が
雲
仙
市
は
、
平
成
17
年
10

月
11
日
に
国
見
町
、
瑞
穂
町
、
吾
妻
町
、

愛
野
町
、
千
々
石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山

町
の
七
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
し
く
雲
仙

市
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
早
く
も
10
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
明
治
、
昭
和
の
合
併

に
続
く
、
平
成
の
大
合
併
と
し
て
、
平
成

11
年
以
来
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
積

極
的
に
推
進
さ
れ
、
長
崎
県
で
も
平
成
16

年
の
対
馬
市
、
壱
岐
市
、
五
島
市
を
は
じ

め
、
多
く
の
新
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
旧
吾
妻
町
の
議
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
寄
る
と
さ
わ
る
と
、
市

町
村
合
併
の
話
題
で
持
ち
切
り
だ
っ
た
こ

と
は
、
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
し
、
ど
こ

と
、
ど
の
よ
う
な
形
で
合
併
す
れ
ば
い
い

の
か
、
日
夜
、
熱
い
議
論
を
戦
わ
せ
た
こ

と
を
昨
日
の
事
の
よ
う
に
覚
え
て
お
り
ま

す
。
同
じ
地
方
の
同
じ
風
俗
・
習
慣
を
共

有
す
る
者
同
士
で
あ
っ
て
も
、
町
単
位
、

あ
る
い
は
自
治
会
単
位
に
、
長
い
年
月
の

間
に
培
わ
れ
て
き
た
生
活
文
化
の
違
い
も

あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
利
害
の
一
致
し

な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
多
く
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
、
合
併
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、

奔
走
さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
に
も
思
い
を

い
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
17
年
に

雲
仙
市
が
誕
生
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、結
果
的
に
は
無
事
に
合
併
を
果
た
し
、

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
教
育
・
文
化
・
福
祉
・
産

業
な
ど
の
振
興
、諸
施
策
を
次
々
と
進
め
、

目
指
す
将
来
像
へ
向
け
、
着
実
に
歩
ん
で

い
る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
歴
代
理

事
者
・
ご
来
賓
各
位
の
ご
努
力
並
び
に
、

議
員
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
特
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
住

民
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
先

ほ
ど
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

に
、
改
め
て
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
捧

げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
今
、
ま
さ
に
、「
地

方
創
生
」
の
時
代
で
あ
り
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
社
会
に
立
ち
向
か
い
、
基
礎

自
治
体
が
生
き
残
り
を
か
け
て
戦
う
、
新

た
な
挑
戦
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
我

が
雲
仙
市
も
こ
の
戦
い
に
生
き
残
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ふ
る
さ

と
の
心
を
大
切
に
伝
え
な
が
ら
、10
年
後
、

１
０
０
年
後
に
輝
き
続
け
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
大
い
な
る
力
を
注
い
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
市

勢
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
雲
仙
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
、
ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲小浜中学校吹奏楽部によるマーチング ▲畑中紗知子さんと、わらべの会・愛野小学校合唱部による
『ふるさと雲仙』の合唱を行いました

雲仙市議会議長
　大久保　正美

議長あいさつ
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【地方自治功労】
町田　康則	 （小浜町）
大久保　信一	 （吾妻町）
大島　忠保	 （愛野町）
熊﨑　正一	 （吾妻町）
矢﨑　勝己	 （千々石町）
吉田　美根子	 （小浜町）
野口　邦夫	 （小浜町）
木村　重成	 （小浜町）

【社会福祉功労】
加藤　一隆	 （小浜町）

【産業功労】
雲仙市鳥獣被害対策実施隊
	 （吾妻町）

【教育文化功労】
古文書研究会	 （南串山町）
おはなしのへや　ぐりとぐら
	 （国見町）
川井　方典	 （千々石町）

【保健・環境功労】
井川　静香	 （吾妻町）
卜部　マサ	 （吾妻町）
中島　多津子	 （国見町）

【消防功労】
松田　和彦	 （瑞穂町）
松本　竜也	 （国見町）
中島　康之	 （国見町）
秋山　広樹	 （吾妻町）

【交通安全功労】
三浦　道範	 （国見町）

【防犯功労】
竹下　正文	 （吾妻町）
原田　敬一郎	 （千々石町）
奥野　隆	 （愛野町）
中山　英俊	 （瑞穂町）
峯　　信介	 （瑞穂町）

【特別賞】
奥野　めぐみ	 （愛野町）
井出　真輝	 （福岡県）
岩崎　貴之	 （吾妻町）
松尾　舞輝	 （愛野町）
内野　杏美	 （国見町）
松永　裕太郎	 （愛野町）
久山　永遠	 （国見町）
内田　咲桜子	 （国見町）
田島　向陽	 （南串山町）
稲本　喬弘	 （国見町）

平成27年雲仙市表彰式

　10月11日、南串山町ハマユリックスホールにおいて平成27年雲仙市表彰・市制施行10周年記念表彰を行ない
ました。雲仙市民表彰では各分野で特に功労ならびに功績があった個人33人・3団体、市制施行10周年記念表彰
では41人に表彰状と記念品を授与しました。
　各被表彰者は以下のとおりです。（敬称略）

雲仙市市制施行10周年記念式典 雲仙市市制施行10周年記念式典
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【地方自治功労】
大久保　正美	 （吾妻町）
井上　武久	 （南串山町）
小畑　吉時	 （国見町）
町田　　誠	 （千々石町）
上田　　篤	 （瑞穂町）

【社会福祉功労】
堺　　光憲	 （国見町）
森芳　國和	 （小浜町）
吉田　剛太郎	 （小浜町）
松尾　啓子	 （小浜町）
大石　親德	 （南串山町）
井上　サミヱ	 （南串山町）
三原　アサコ	 （国見町）
池田　　豊	 （国見町）

前田　清春	 （国見町）
三原　龍子	 （国見町）
上村　愽子	 （国見町）
織田　萬惠	 （国見町）
吹原　シメ	 （吾妻町）
三丸　利男	 （吾妻町）
請田　ハツヱ	 （吾妻町）
本多　　新	 （小浜町）
田中　繁男	 （小浜町）
藤澤　英昌	 （小浜町）
菅　　保満	 （小浜町）
森　　　清	 （小浜町）
木村　令子	 （南串山町）
永江　タカ子	 （南串山町）
伊藤　沢子	 （南串山町）
中村　久子	 （南串山町）

【教育文化功労】
本多　幸成	 （吾妻町）
田中　金大	 （愛野町）

【消防功労】
川上　清記	 （小浜町）
藤本　淳次郎	 （国見町）
前田　　悟	 （吾妻町）
石本　茂美	 （千々石町）
中村　　篤	 （小浜町）
吉岡　直行	 （千々石町）
荒木　昭吉	 （千々石町）
森田　正明	 （小浜町）
増田　壽夫	 （南串山町）
大石　靖広	 （吾妻町）

市制施行10周年記念表彰

雲仙市市制施行10周年記念式典
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ご寄附をいただきました

　土黒小学校の教育環境の整備のためにと、土黒小学
校の教員として長年勤められた（故）吉田スギコさん
の遺言により、長崎市在住の土黒小学校卒業生である
吉田勇さん（故人の弟）から、100万円のご寄附をい
ただき、読書活動推進のため、書架、図書などを購入
させていただきました。ありがとうございました。

全日本ホルスタイン共進会

　9月28日、県南家畜市場において、「第14回全日本
ホルスタイン共進会長崎県代表牛選考会」が開催され
ました。長崎県内の酪農家から乳牛が出品され、審査
の末、県代表牛として雲仙市から「経産の部」で国見
町の掘越弘毅さんの「ホリスター ダンディー シー
バー ロイヤル号」、瑞穂町の宮本貞治郎さんの「STM 
スーパー クリスチナ号」の2頭が選ばれました。
　この大会で優秀な成績を収めた牛は、北海道で開催
される全日本ホルスタイン共進会に出場します。

「牧 場の里あづま・べべんこ広場」で放牧牛共進会が開催されました

　9月25日、吾妻岳牧野組合主催の放牧牛共進会が開催されま
した。出品された牛は放牧牛26頭。夏草を食べての牛たちは良
く太り、また、山歩きでほど良く鍛えられ健康そのもの。自然
の中でゆったりと育った牛たちは、いずれも堂々としており、「良
い子牛を生産するための条件を備えた体格となっているか」と
いうことを重点的に比較審査が行われました。
　審査の結果、名誉賞に荒木正司さんの「せいこ号」をはじめ、
1等から3等まで計7頭の放牧牛が選ばれ表彰されました。

災害時の宿泊施設の協力協定を
締結しました

　9月25日、雲仙旅館ホテル組合ならびに小浜温泉旅
館組合と市との間で、「大規模災害時における宿泊施
設の協力に関する協定」を締結しました。
　これは大規模災害時において、公共機関などが単独
では十分な対応が困難となった場合に備え、円滑な応
援活動が行えるよう、あらかじめ災害時の協力協定を
締結したものです。

にほんの里100選記念コンサートを開催し
ました

　10月13日、にほんの里100選記念コンサートが雲
仙市立神代小学校体育館で行なわれました。
　このコンサートは、にほんの里100選に国見町の
「神代小路」が選定されていることに伴い、にほんの
里100選を会場にコンサートを開催している中国人
バリトン歌手　崔

さいそうほう
宗宝氏をお招きし、国見町内の小学

校児童および地元住民へ素晴らしい歌声を披露して
いただきました。歌声に加え、軽快なトークにより、
会場は大いに盛り上がりました。また、雲仙市に来仙
されていることに伴い、日本の棚田百選に認定されて
いる、千々石町下岳地区でもコンサートを開催してい
ただきました。

審査を待つ牛たち

贈呈式（土黒小学校　図書室）

神代小学校

ホリスター ダンディー シーバー ロイヤル号

下岳公民館

STM スーパー クリスチナ号
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愛野小児童と青年農業者がじゃがいも植
え付け

　9月24日、愛野町の青年農業者グループ「愛の町農
友会」が食育の一環として、愛野小学校の3・4年生
の児童らとじゃがいもの植え付けを行いました。
　児童らは、慣れない農作業で泥まみれになりながら
も楽しそうにじゃがいもを植えていました。
　年明けの収穫も共同で行い、そのじゃがいもで調理
実習を行う予定です。

瑞宝太鼓　　
日仏芸術文化交流事業に出演決定!!

　雲仙市を拠点に全国で活躍している『障がい者長崎
打楽団　瑞宝太鼓』が、平成29年11月にフランス・ナ
ント市で開催される日仏芸術文化交流事業に、日本の
伝統芸能の代表として出演することが決定しました！

大きく伸びろ！南串の子ども大会

　8月29日、南串第二小学校体育館で南串の子ども大
会が開催されました。
　ラジオ体操コンクールに始まり、長縄跳び、はしで
つまんで、スリッパ飛ばしなど6種目の競技を行いま
した。大会は大いに盛り上がり、夏休みの楽しい思い
出となりました。

夫婦で歩んでこられた50年
金婚おめでとうございます

　9月12日、吾妻町ふるさと会館において平成27年
度雲仙市金婚祝賀式が行なわれました。
　本年度は62組の金婚夫婦から申込みがあり、祝賀
式には43組が出席しました。
　式典では、金澤市長が式辞を述べ、各地区代表に祝
賀状と記念品が贈呈されました。
　長い間には言葉で言い尽くせない、たくさんの喜び
やご苦労もあったことでしょう。
　これからもお互い励
まし合い、いたわり合
いながら元気にお過ご
しくださるようお祈り
いたします。

第37回「少年の主張長崎県大会」が
開催されました

　8月24日、シーハットおおむらにおいて第37回「少
年の主張長崎県大会」が行われました。
　県下の中学校120校、13,503編の応募の中から、
12人の出場者が選ばれ、雲仙市立国見中学校3年の大
久保穂乃佳さんが『「みんなと違う」ということ』と
いうテーマで発表を行い、見事優良賞を受賞しました。

橘神社の清掃奉仕作業を行いました！

　9月6日、毎年恒例となっている千々石町橘神社の
清掃奉仕作業を自衛隊OBを中心とした隊友会島原半
島支部と雲仙市自衛隊父兄会の皆さんが共同で行いま
した。

謝辞を述べられる久保田芳文さん・信子さん

大久保穂乃佳さん（前列左から３番目）

※�フランス・ナント市とは･･･フランスの西部、ロワール川
河畔に位置する都市。平成元年以降、主に文化によって市
民生活の質の向上を図り、フランスの週刊紙において最も
暮らしやすい都市（平成16年）に選ばれました。
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第10回雲仙市中学校総合体育大会
駅伝大会結果

　10月7日、島原復興アリーナ周辺で行われた雲仙
市・南島原市中学校総合体育大会駅伝大会の結果のう
ち、雲仙市の結果をお知らせします。なお、上位2チー
ムは、県大会（11月6日：諫早市）の出場権を獲得し
ました。

【男子】
優勝	 愛野中学校
２位	 千々石中学校
３位	 吾妻中学校

【女子】
優勝	 国見中学校
２位	 愛野中学校
３位	 小浜中学校

雲仙市子ども会いきいき交流大会
「世界のお化けとハッピーハロウィン！」を開催しました

　雲仙市子ども会育成連絡協議会では、子どもや大人たちによ
る交歓などの活動を通し、地域全体での青少年の健全育成を目
的とした「いきいき交流大会」を毎年開催しています。
　4回目となる今回は、昨年人気だったハロウィンを10月17日
に瑞穂町公民館で行いました。
　140人の子どもたちが手作りの衣装でそれぞれ仮装し、お化
けになりきって大盛り上がり！ALTの先生も参加し、ハロウィ
ンにちなんだゲームなどを楽しみました。

島原雲仙農協・3市和牛共進会が開催されました

　9月4日、県南家畜市場において、島原半
島3市における地域の和牛の繁殖産地を造
り上げていくことを目的に「島原雲仙農
協・3市和牛共進会」が開催されました。
　当日は、3市合計で48頭が出品され、審
査の結果、3部門の上位9頭のうち7頭が雲
仙市の畜産農家が育てた牛という快挙を成
し遂げました。
　また、グランドチャンピオンには愛野町
の磯田健一さんの「はるまる号」が選ばれ、
最高位の評価を受けました。

横田伝兵衛顕彰記念碑除幕式が
行なわれました

　10月4日、熊本県上天草市において、横田伝兵衛顕
彰記念碑除幕式が行われました。

　この除幕式は、湯島
横田伝兵衛顕彰会が故
人の遺徳を讃えるとと
もに、故人の功績を広
く社会へ伝播するため
に開催しました。当日
は、横田自治会（吾妻町）
から60人ほどの住民が

出席し、故人の功績を偲びました。
　横田伝兵衛は、江戸時代、守山村（現：吾妻町鶴田
小校区）大木場名の百姓組頭であり、年貢米の不公平
により苦しんでいた農民を救うために、当時死罪に値
する直訴を島原藩主（松平忠房公）に行いました。藩
主は、訴えられたことが正しいことを理解し、格別な
温情を以って、横田伝兵衛を死罪ではなく、島原藩の
流刑の島、湯島へ島流しに処し、家族を連れて行くこ
とも許しました。
　湯島では、島の規則を作り、住民の生活指導にあた
る傍ら田畑の開墾に当たるなど、湯島の住民の礎を築
き上げた『島神』として崇敬され祭祀されていました。

区　分 部　門 各　賞 名　号 市　名 出品者

G．C賞 はるまる号 愛野町 磯田健一

第1部 若雌の1 1等2席 うづき号 千々石町 荒木正司

1等3席 はなび号 愛野町 大島司

第2部 若雌の2 1等 ひろき号 吾妻町 平林雅文

1等2席 くるみ号 吾妻町 本多伸也

第3部 経産牛 1等 はるまる号 愛野町 磯田健一

1等2席 しの号 国見町 柴崎基範

1等3席 なお号 小浜町 吉原満夫

（敬称略）

8● 広報うんぜん
平成27年11月



第10回雲仙市民スポーツ大会
８月に行われた市民スポーツ大会において優勝した皆さんをお知らせします。（敬称略）

競技名 種目 優勝

バレーボール

一般男子 南串
壮年男子 瑞穂
一般女子 吾妻
ママさん あいのママ

卓球

団体 小浜A
男子個人 中村　智也（小浜）
女子個人 田浦　博子（小浜）
中学生男子団体 愛野中A
中学生女子団体 小浜中A

剣道

団体（一般の部） 吾妻
団体（小学生の部） 愛野少年剣道部
団体（中学生の部） 吾妻中学校
個人（小学生低学年の部）林田　蒼生（愛野少年）
個人（小学生中学年の部）松尾　奏汰（愛野少年）
個人（小学生高学年の部）峯　大和（愛野少年）
個人（中学生男子） 荒木　啓（愛野中）
個人（中学生女子） 池田　つばさ（吾妻中）

柔道 団体（一般） 愛野町柔道部A
団体（中学生） 千々石町柔盛会

バドミントン 団体 がまだすたちばな

相撲

個人　高学年女子 内野　杏美（国見）
個人　高学年男女 内野　杏美（国見）
低学年個人 内野　結心（国見）
低学年団体 土黒
高学年女子団体 土黒
高学年男女団体 木指
団体（一般） 南串山
個人（一般） 松尾　幸輝（南串山）

サッカー
一般 国見町
30代の部 国見町
壮年の部（40代以上）瑞穂町+愛野町

軟式野球 一般 南串野球部（南串山）

弓道

団体 小浜町
個人男子 出田　伴幸（愛野）
個人女子 前田　友江（瑞穂）
高校生男子 佐藤　昇太（小浜高校）
高校生女子 伊徳　真未（小浜高校）

ソフトテニス 団体 国見支部

空手道

組手・団体一般 小浜空手道部A
組手・個人一般男子 草野　玲（小浜空手道部）
組手・個人 小1-2年（男女） 村上　輝（小浜空手道部）
組手・個人 小3-4年（男女） 草野　優良（小浜空手道部）
組手・個人 小5-6年（女）村上　小雪（小浜空手道部）
組手・個人 小5-6年（男）川岡　佑市（石江道場）
形・小1-2年（男女個人） 村上　輝（小浜空手道部）
形・小3-4年（男女個人） 草野　優良（小浜空手道部）
形・小5-6年（男女個人） 萩　夏樹（石江道場）

山岳 成年男子 吾妻チーム

ソフトボール

一般男子 国見クラブ
成年女子 みずほレディース
実年男子 吾妻実年SPクラブ
壮年男子 吾妻SPクラブ

バスケットボール

一般男子 小浜
30代の部（男子） 雲仙選抜
40代の部（男子） 雲仙選抜
一般女子 国見・瑞穂

レスリング 個人60㎏級 小林　哲也（国見）
テニス 団体 国見町

ゲートボール 団体 片田（国見）

グラウンド・ゴルフ 個人（男子） 廣瀬　康夫（国見）
個人（女子） 平湯　キヨミ（吾妻）

	 	 	 	
競技名 区分 種目 優勝

陸上 一般男子

30歳未満

100ｍ 堀川　輝一（千々石）
400ｍ 吉田　翼（愛野）
1500ｍ 大久保　守（国見）
走幅跳 堀川　輝一（千々石）
砲丸投 松尾　幸輝（南串山）

30～39歳

100ｍ 松本　研志（吾妻）
400ｍ 松本　研志（吾妻）
5000ｍ 栩坂　浩宗（小浜）
走幅跳 緒方　良二（南串山）
砲丸投 増田　龍二（南串山）

競技名 区分 種目 優勝

陸上

一般男子

40～44歳 100ｍ 真崎　良（国見）
3000ｍ 町田　俊哉（千々石）

50～59歳

100ｍ 駒田　直行（瑞穂）
3000ｍ 福田　浩吉（瑞穂）
走幅跳 内藤　二郎（愛野）
砲丸投 荒木　悦郎（小浜）

60歳以上
100ｍ 神谷　睦夫（千々石）
走幅跳 中田　晋一（国見）
砲丸投 村里　英憲（国見）

一般400ｍリレー 南串山A

一般女子 50歳以上 3000ｍ 佐藤　久美子（愛野）
砲丸投 平城　美砂子（南串山）

小学生
男子

50ｍ 杉野　琉生（橘JAC）
100ｍ 原永　浩大（愛野小）
4×100ｍＲ 北串小学校

女子 50ｍ 吉原　智子（北串小）
100ｍ 松永　彩乃（北串小）

中学生 男子 4×100ｍＲ 南串山中A
女子 4×100ｍＲ 国見中B

競技名 性別 種目 区分 優勝

水泳

男子

25M自由形

30代未満 鯨津　幸汰(国見)
30代 松尾　純也(がんばチーム)
50代 前田　徹美(国見)
60代 町田　康則(小浜)
70代 田中　佑一(小浜)

25M平泳ぎ

30代 玉田　一幸(がんばチーム)
40代 吉原　哲郎(小浜)
50代 前田　徹美(国見)
70代 前田　進(国見）

25Mバタフライ 70代 田中　佑一(小浜)

25M背泳ぎ
30代 松山　康之(がんばチーム)
40代 沖野　義則(小浜)
70代 齋藤　正勝(国見)

50M自由形

30代未満 獅子島　薫(がんばチーム)
30代 宮崎　暢哉(がんばチーム)
40代 大場　賢一(瑞穂)
50代 石田　誠一郎(瑞穂)
70代 田中　佑一(小浜)

50M平泳ぎ
30代未満 鯨津　幸汰(国見)
30代 玉田　一幸(がんばチーム)
40代 大場　賢一(瑞穂)

100Mフリーリレー がんばチーム
100Mメドレーリレー チーム小浜

女子

25M自由形

30代未満 関　ちひろ(国見)
30代 小田　章子(国見)
40代 岸下　和美(小浜)
60代 永吉　洋子(小浜)
70代 重松　康子(小浜)

25M平泳ぎ 30代 七條　絵美(小浜)
40代 中村　伊織(がんばチーム)

25M背泳ぎ
40代 中村　伊織(がんばチーム)
60代 永吉　洋子(小浜)
70代 重松　康子(小浜)

50M自由形

30代未満 三宅　美好紀(がんばチーム)
40代 植田　良子(がんばチーム)
60代 永吉　洋子(小浜)
70代 重松　康子(小浜)

50M平泳ぎ 40代 植田　良子(がんばチーム)
100Mフリーリレー チーム小浜

小学生
男子

25Mビート版キック(低学年) 栄木　悠之介(北串小)
25Mビート版キック(高学年) 鵜殿　琉唯(多比良小)
25M自由形 上戸　翔太(小浜小)
25M平泳ぎ 上戸　翔太(小浜小)
25M背泳ぎ 中村　幹太(南串第二小)
50M自由形 上戸　翔太(小浜小)

小学生
女子

25Mビート版キック(低学年) 立尾　璃奈(神代小)
25Mビート版キック(高学年) 井上　まい(南串第二小)
25M自由形 小田　鈴音(神代小)
25M平泳ぎ 井様　郁佳(小浜小）
25M背泳ぎ 立尾　璃奈(神代小)

中学生
男子

25M自由形 鵜殿　瑞稀(国見中)
25M平泳ぎ 鵜殿　瑞稀(国見中）

年代フリー 100Mビート版リレー がんばチーム

問　雲仙市体育協会　☎38-6367
※小学生・中学生・高校生はオープン参加。
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子ども支援課（☎36-2500）問

問『子育てサポートセンター』☎36－2500

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決する
応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協力会
員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡下さい。

●子育てサポートセンターからのお知らせ

※市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載しています。●11月の『子育て支援センター』情報

施設名・問合わせ 開設日時等

【くにみ子ども園】
みるきぃ
（☎７８－５６５５）

★月～金曜日10：00～15：00開園・園庭開放　　☆ベビーマッサージ　毎週行っています。
詳しくは「くにみ子ども園」のホームページをご覧ください。くにみ子ども園　検索  で検索してください。

【ＮＰＯ法人子育て
ネットやまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎78－2528）

★国見ひろば
　月～金曜日10：00～15：00 場所　…国見農村環境改善センター内
☆毎週木曜日…わらべうた＆ベビーマッサージ（要予約）
★出張愛野ひろば　毎週水曜日（10：00～13：00）　
　場所　…愛野公民館　　　
　第1水曜日…親子で楽しむ絵本とわらべうたの世界（12：45～）

【洗心保育園】アリス
（☎77－2727） ★火・木・金曜日・第2,4土曜日　10：00～15：00開園

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎38－3306）

★月・水・金曜日10：00～15：00園庭開放、ひろば開放

☆親子教室…第2・4金曜日（無料）

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎36－1772）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第4金曜日…出張子育て教室　※愛野保健福祉センターにて（10：30～11：30）

【小浜こども園】
すくすくルーム
（☎76－0117）　

★月～金曜日10：00～15：00開園
☆親子教室…毎週火・金曜日　10：00～12：00　　
第3金曜日：身体測定の日　木曜日：ベビーマッサージ

【串山保育園】　子育て
スペース「あおぞら」
（☎88－2685）

★月～金曜日10：00～15：00開園

★親子教室・・・第2・4金曜日

洗心保育園　『アリス』

いっちゃんと楽しく過ごしたひとときでした。
なかには初めて見たオーボエにとても目を輝
かせる子もいました。

問　学校教育課　☎37-3113

【援助費の内容】
①学用品費など
　学用品費、通学用品費、通学費、校外活動費、修学旅行費、
体育実技用具費（柔道・剣道）
②医療費
　学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、結膜炎、白
せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎、アデノイ
ド、う歯、寄生虫病）の治療に要する費用
③学校給食費

【提出書類】
　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する書類の写し
などが必要です。申請書は教育委員会学校教育課や生涯学
習課各駐在に備え付けてあります。また、雲仙市ホームペー
ジからも申請書をダウンロードできます。

【提出期間】
　随時受付中

　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由でお困りの保護者の皆さんに、学用品費、学校給食費などの費用の
一部の援助を行います。

児童生徒の就学を援助します

問　学校教育課　☎37－3113
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子ども支援課（☎36-2500）問

11

　忙しい朝の簡単なメニューを紹介します。おにぎらずは、中の具
を変えることで、色々なバリエーションになります。また、ワンプレー
トに盛り付けるなど、ほんの少しの工夫でお子さんの食欲もアップ
するかもしれません。ぜひ、一度作ってみてはいかがでしょうか。

早寝・早起き・朝ごはん（第8回）

月 の 集 団 健 診 健診の種類によって対象者、自己負担
金などが異なります。詳しくは、世帯
配布の健診のお知らせをご覧ください。

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

国見町
11月  2日㈪

午前
神代地区、八斗木、宮田、篠原、川原田、今出（未受診者）

改善センター
11月  4日㈬ 多比良地区、尾茂、南下原、北下原東、北下原西（未受診者）

吾妻町
11月10日㈫

午前 吾妻全地区（未受診者） ふるさと会館
11月11日㈬

【受付時間】　（午前）午前8時30分～10時
※午前実施日は、胃がん検診と腹部エコー検査も同時に受けることができます。
注意：集団で行う上記健（検）診は11月が最後となります。
　　　個別健診は平成28年2月29日㈪まで受診できます。
　　　詳しくは「雲仙市健診のお知らせ」チラシをご覧ください。

【対象者】特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受給者）／若年者健診（20
～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（20歳以上）／大腸がん検診（20歳以上）／前立腺がん検診（40歳以上）／肝炎ウイル
ス検診（過去に検診を受けたことのない40歳以上）／胃がん検診（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上）

個別健診を受診予定の場合、受診期間末は健診が大変混み合います。予約できないことがありますので、なるべく早い時期に予約の上、
受診してください。

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋

婦人がん検診 町 実施日 受付時間 会　　場

小浜町

11月18日 ㈬
午前8時30分～9時 雲仙やまびこ会館
午後1時～1時30分 南本町公民館

11月19日 ㈭ 午前8時30分～9時
午後1時～1時30分

南本町公民館
11月20日 ㈮ 午前8時30分～9時

午後1時～1時30分

国見町

11月25日 ㈬ 午前8時30分～9時
午後1時～1時30分

改善センター11月26日 ㈭ 午前8時30分～9時
午後1時～1時30分

11月27日 ㈮ 午前8時30分～9時
午後1時～1時30分

※　　　　　　　の日は骨粗しょう症検診も受診できます
【対象者】子宮がん検診（20歳以上）／乳がん検診（40歳以上）／骨粗しょう症検診（40・45・50・55・60・65・70歳）

問い合わせ ◆特定健診・後期高齢者健診	 ：市民窓口課 国保年金班、長寿医療班�☎38-3111
◆がん検診・若年者健診　など	：健康づくり課 健康推進班� ☎38-3111

乳 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

骨粗しょう症検診

＊実 施 中＊
　健診会場で歯科衛生士による歯科相談を無料で行なって
おります。ぜひ、この機会にご相談ください。

事前に、海苔にフォーク
で数箇所穴を開けておく
と、食べやすいです。

メニュー例
◦おにぎらず（ベーコン、卵、キャベツ）
◦�具沢山みそ汁（かぼちゃ、じゃがいも、
さつまいも、人参、玉ねぎ、しめじ、
えのき）
◦ウインナー、ミニトマト
◦きゅうり
◦バナナきな粉

材　料
・ごはん
・焼き海苔
～具はお好みで～

作り方
①ラップの上に海苔をのせ、食べる半分
の量のご飯をのせる。
②具材をのせ、残りのご飯をのせる。
③四方をラップごと包み、海苔がなじん
だら半分に切る。

おにぎらず

簡単レシピ（ごはん編）
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健康うんぜん21（第2次）～できることからはじめよう！～

賢く食事を選ぶには ～スーパー・コンビニ活用術～
　お弁当やおにぎり、惣菜などを選ぶ時、何を基準に選んでいますか？食欲
や好みに任せていると、エネルギーや塩分を過剰にとってしまっているかも
しれません。
　商品の内容を確認して、上手に選ぶコツをお伝えします。

　目安になるもののひとつに「栄養成分表示」があります。
今年4月から加工食品の栄養成分表示が義務化（猶予期間5年）されたことで、健康に役立つより身近な情報にな
りました。何が書いてあるのでしょうか？

栄養成分表示
（100g当たり）

ポイント1

ポイント2エネルギー	 269kcal
たんぱく質	 6.2g
脂質	 3.0g
炭水化物	 54.3g
食塩相当量	 1.3g

　「1袋当たり」または「1食当たり」、「100g当たり」なのかを確
認しましょう。実際に食べる量によって、栄養量は変わります。
自分がどれくらい食べるのか、きちんと把握しておきましょう。

1食当たりのエネルギー（成人）
男性　600～750kcal　・　女性　500～600kcal

1食当たりの食塩相当量（成人）
男性　2.6g以下 　女性　2.3g以下
＊高血圧の予防・改善の観点からは2.0g未満

〔日本人の食事摂取基準（2015年版）、高血圧ガイドライン2014より〕

幕の内弁当 + 野菜サラダ おにぎり + 豚しゃぶサラダ サンドイッチ + サラダスパゲティ

　おにぎりや菓子パンなど、手軽に食べられるものだけで済ませていませんか？
　単品のみの食事では、栄養バランスが偏りやすいだけでなく、おなかが空きやすくなる可能性が高くなります。
　主食・主菜・副菜を組み合わせた食事になるよう、工夫しましょう。

　商品の表示を確認し、エネルギーや塩分が多い商品が続かないようにすること、また、野菜が入っているも
のを選ぶように心がけ、肥満と高血圧の予防・改善につとめましょう。

～肥満と高血圧の予防・改善のために～
　エネルギーと食塩相当量は必ず確認しましょう。
　エネルギーとは、一般的に『カロリー』と言われているもので
す。食塩相当量は、その食品に含まれている「ナトリウム」量を「食
塩」量に換算したもののことです。

〔換算式〕  食塩相当量（g）＝ナトリウム（mg）×2.54÷1,000

〈組み合わせ例〉
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

今 月 の 食 改 さ ん

にんじんク
ッキー

栄養価（1枚当たり）
エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量
46kcal 0.4g 2.1g 0.0g

【作り方】
①　にんじんは皮をむいて適当な大きさに切り、熱湯で茹で水を切り、潰す。
②　材料をすべてビニール袋に入れ、よく混ぜる。
③　生地をひとまとめにして20cm程度の棒状に整え、冷凍庫で15分休ませる。
④　生地を切ってクッキングシートを敷いた天板に並べ、170度に予熱しておいたオーブンで15～20分焼く。

【材料（1本20～22枚分）】
薄力粉………………… 100g
片栗粉…………………… 20g
砂糖……………………… 30g

サラダ油………………… 40g
にんじん………………… 20g

　8月に開催された「愛の夏祭り」で、食改活動のPRを兼ねて、参加者
に「にんじんクッキー」を手渡しました。伝達講習会の要請など、お気
軽にお声かけください。

問い合わせ先：雲仙市食生活改善推進員連絡協議会事務局
（健康づくり課内）　☎38-3111

食
改
さ
ん
の
活
動
紹
介

　

食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
し
ょ
っ
か
い改

さ
ん
）
は
、「
私
達
の
健
康
は
私

達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、『
健
康
う
ん
ぜ
ん

21
（
第
2
次
）
の
目
標
に
向
か
っ

て
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
よ

う
』
を
活
動
テ
ー
マ
に
、
雲
仙

市
の
健
康
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
高
血
圧
の
予
防
・
改
善
に
向

け
て
、
減
塩
の
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
味
噌
汁
の

塩
分
濃
度
は
？

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、

・
汁
物
の
塩
分
濃
度
の
測
定

・
食
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
適
正
な
塩
分
濃
度
や
減

塩
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

　
味
噌
汁
な
ど
、
汁
物
の
塩
分
濃
度

の
目
安
は
0.8
％
で
す
。

　
我
が
家
の
味
付
け
が
気
に
な
る
方

は
、
お
近
く
の
食
改
さ
ん
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。

塩分測定の様子
「うちの味噌汁はどがんかな～」

エプロンをつけて、ご家庭に
伺います！ご協力よろしくお
願いします♪
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雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.92

　
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
、
婚
約
者
、

恋
人
な
ど
親
密
な
間
柄
に
あ
る
人
か
ら

一
方
的
に
受
け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

暴
力
の
形
態
は
、
殴
る
、
蹴
る
と
い
っ

た
身
体
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

内
閣
府
の
調
べ
で
は
、
D
V
に
よ
る

関
連
機
関
へ
の
相
談
件
数
は
年
々
増
え

続
け
、
平
成
26
年
度
に
は
10
万
件
を
超

え
る
数
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
約
4

人
に
1
人
が
「
男
性
か
ら
何
ら
か
の
暴

力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
結

果
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、D
V
は
、「
男

性
か
ら
女
性
に
向
け
て
の
暴
力
の
こ
と
」

と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
女
性
か
ら
男
性

に
向
け
て
の
暴
力
、
い
わ
ゆ
る
「
逆

D
V
」
と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

男
性
の
約
6
人
に
1
人
が
「
女
性
か
ら

何
ら
か
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
D
V
を
「
自
分
と
は
関
係
な
い
、
別

世
界
で
の
出
来
事
だ
」
と
い
う
よ
う
に

捉
え
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
D
V
は
誰
も
が
被
害

者
・
加
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

人
権
侵
害
、
犯
罪
と
な
る
行
為
で
も
あ

る
の
で
す
。

【
身
体
的
な
暴
力
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
平
手
打
ち
、
首
を
絞

め
る
、
突
き
飛
ば
す
、
髪
を
ひ
っ
ぱ
る
、

凶
器
を
つ
き
つ
け
る
な
ど

【
精
神
的
な
暴
力
】

　
罵
り
馬
鹿
に
す
る
、
大
声
で
怒
鳴
る
、

無
視
す
る
、
脅
迫
す
る
、
人
と
の
付
き

合
い
を
制
限
す
る
な
ど

【
性
的
な
暴
力
】

　

性
行
為
を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力

し
な
い
、
中
絶
を
強
要
す
る
な
ど

【
経
済
的
な
暴
力
】

　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
借
金
を
強
要

す
る
、
働
く
こ
と
を
禁
ず
る
な
ど

【
社
会
的
な
暴
力
】

　

自
由
に
外
出
さ
せ
な
い
、
電
話
や
手

紙
・
メ
ー
ル
な
ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど

【
子
ど
も
を
巻
き
込
む
暴
力
】

　

子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
振
る
う
・
馬

鹿
に
す
る
、
子
ど
も
に
悪
口
を
吹
き
込

む
な
ど

　
D
V
は
、
そ
の
被
害
者
と
子
ど
も
に

様
々
な
心
身
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
被
害
者
に
は
直
接
的
な
暴

力
に
よ
る
怪
我
の
ほ
か
、
う
つ
病
や

P
T
S
D
（
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
…

衝
撃
的
出
来
事
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
精
神
疾
患
）、
ア
ル
コ
ー

ル
乱
用
、
薬
物
乱
用
な
ど
が
起
こ
り
得

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
は
、
暴
力
を

目
撃
す
る
こ
と
で
恐
怖
と
極
度
の
緊
張

を
も
た
ら
し
、
不
眠
や
頭
痛
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

被
害
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
ど
も

に
ま
で
体
と
心
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
る

D
V
は
決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
D
V
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
D
V
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

D
V
で
お
悩
み
の
方
は
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
家
族
や
友
人
、
専
門
機
関
な
ど
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
長
崎
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
5

−

8
4
6

−

0
5
6
5

■
長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
5

−

8
2
2

−

4
7
3
0

■�

長
崎
県
警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
・

D
V
相
談

　
☎
0
9
5

−

8
2
0

−

0
1
1
0

（
内
線
3
0
4
3
ま
た
は
3
0
4
4
）

■
民
間
団
体
　
D
V
防
止
な
が
さ
き

《
月
曜
日
・
水
曜
日
》
13
～
17
時
、

19
～
21
時

《
土
曜
日
》
13
～
17
時

　
☎
0
9
5

−

8
3
2

−

8
4
8
4

《
火
曜
日
》
17
～
20
時

　
☎
0
8
0

−

2
7
9
4

−

8
0
2
2

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）は

身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
ま
す

次
の
行
為
は
す
べ
て
D
V
で
す

D
V
に
よ
る
心
身
の
健
康
障
害

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
を
！

11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」

期間です
　配偶者からの暴力、性犯罪、ストーカー
行為、売買春、人身取引、セクシュアル・
ハラスメントなど女性に対する暴力は、女性
の人権を著しく侵害するものであ
り、決して許されるものではあり
ません。
　この機会に女性に対する暴力
について考えてみませんか？
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消費生活センターからのお知らせ

遠隔操作による
プロバイダ変更勧誘にご注意！

　
１
か
月
ほ
ど
前
に
、「
今
契
約
し
て
い
る

プ
ロ
バ
イ
ダ
よ
り
、
安
く
な
る
の
で
変
更
し

ま
せ
ん
か
」
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
承
諾
し

た
。
そ
の
後
、
業
者
の
指
示
ど
お
り
に
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
て
い
た
ら
、
遠
隔
操
作
で
、

変
更
作
業
が
行
わ
れ
た
。
変
更
後
、
今
ま
で

契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
料
金
を
確
認

す
る
と
、
新
し
い
契
約
の
ほ
う
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
解
約
を
申

し
出
た
が
、「
２
年
間
は
解
約
で
き
な
い
。

解
約
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
解
約
料
と
し
て

１
万
８
千
円
を
払
っ
て
も
ら
う
」
と
言
わ

れ
た
。

　
昨
日
、
大
手
電
話
会
社
を
名
乗
り
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
速
く
な
り
、
料
金
も
安
く

な
る
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の

変
更
を
承
諾
し
、
遠
隔
操
作
で
切
り
替
え
作

業
を
行
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
後
日
、
契
約
内

容
に
関
す
る
書
面
が
届
い
た
が
、
契
約
し
た

事
業
者
は
、
大
手
電
話
会
社
で
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
解
約
を
行
な
い
た
い
。

※�

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
」
と
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
」
の
略
で
、
通

信
回
線
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
事
業
者
）
の
こ
と
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
た
め
に
は
、「
回

線
契
約
」
と
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
」
が
必

要
と
な
る
。

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

1�　
契
約
前
に
書
面
の
交
付
を
求
め
、
契
約

内
容
を
完
全
に
理
解
し
な
い
ま
ま
電
話
口

で
承
諾
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2�　
契
約
す
る
前
に
、
契
約
す
る
事
業
社
名

を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

3�　
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
、
現
在
の
利

用
料
よ
り
も
何
が
い
く
ら
安
く
な
る
の
か

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
月
額
利
用
料
以
外
に
生
じ
る
費
用
に

つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

4�　
従
前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
解
約
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
理
解
し
、
新
た
な

契
約
の
必
要
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
し

た
場
合
、
変
更
前
に
契
約
し
て
い
た
プ
ロ

バ
イ
ダ
に
解
約
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、

契
約
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
解
約
手
続
き

を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
料
金
が
二

重
に
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も

あ
り
ま
す
。

◎�

プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
の
契
約
は
、
電
話
勧
誘

で
契
約
し
た
と
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。
必
要
が
な
け
れ
ば
、
事
業

者
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
っ
か
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

「
お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
と
き
、
困
っ

た
と
き
は
、
迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例
①

相
談
事
例
②
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休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

1
1
月
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
0
1
2
0－
5
5
5－
2
0
3

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S
、I
P
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
0
1
2
0－
9
6
7－
9
4
7

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
0
1
2
0－
9
2
8－
4
7
1

県
教
育
委
員
会「
い
じ
め
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
…
…
☎
0
5
7
0－
0
7
8－
3
1
0

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
は
、携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
9時
か
ら
翌
朝
午
前
9時
ま
で
の
24
時
間
、同
じ
内
容
の
テ
ー
プ
が

3分
間
流
れ
ま
す
。

※
内
容
は
、専
門
の
医
師
、歯
科
医
師
が
作
り
ま
す
。

長
崎
県
保
険
医
協
会

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

１
日 3日 8日 15
日

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

12
7777

22
日

23
日

29
日

6日

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

75
-0
28
1

63
-6
71
1

88
-3
80
0

62
-3
76
5

36
-3
53
5

63
-1
75
0

37
-2
81
8

62
-7
40
7

津
田
歯
科
医
院

キ
タ
忍
歯
科
医
院

広
田
歯
科
医
院

植
木
歯
科
医
院

畑
中
歯
科

渡
部
歯
科
医
院（
島
原
）

城
代
歯
科
医
院

大
田
歯
科
医
院

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

南
島
原
市

雲
仙
市

南
島
原
市

雲
仙
市

南
島
原
市

36
-7
11
0

62
-7
35
5

36
-3
13
1

72
-2
06
6

36
-7
61
1

72
-2
05
5

36
-3
53
5

72
-3
11
7

愛
野
歯
科
口
腔
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
藤
歯
科

田
口
歯
科
医
院（
愛
野
）

泉
歯
科
医
院

鶴
田
歯
科
医
院

前
川
歯
科
医
院（
深
江
）

畑
中
歯
科
医
院

前
川
歯
科
医
院（
布
津
）

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
ＬＳ
）

腹
壁
ヘ
ル
ニ
ア

病
児
保
育
の
活
用
法

飛
蚊
症

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

尿
閉
～
尿
が
詰
ま
っ
た
ら
～

今
月
の
税

■
国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

　
納
期
は
、１
１
月
３
０
日（
月
）で
す
。

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 1
 

2 
3 

4 
5 

6 
7

 8
 

9 
10
 

11
 

12
 

13
 

14

 1
5 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

21

 2
2 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

28

 2
9 

30

●
第3
7回
小浜
町文
化祭
 芸
能発
表会

（正
午～
午後
4時
、小
浜町
体育
館）

●
第2
4回
愛の
まち
文化
フェ
ステ
ィバ
ル（
午

前9
時3
0分
～午
後4
時、
愛野
町公
民館

）
　
安
藤
病
院

　（
吾
妻
町
38
-2
15
2）

　
泌
尿
器
科・
皮
ふ
科
菅
医
院

　 （
南
串
山
町
88
-3
15
1）

●
国
見
地
区
集
団
健
診

　（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
第３
６回
文化

発表
会（
午後

1時
～4
時3
0分
、国
見町

文化
会館

）
●
視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練（
愛

野
町
公
民
館
）※
詳
細Ｐ
２４

　
愛
野
あ
り
あ
け
医
院

　（
愛
野
町
36
-0
15
3）

　
馬
場
医
院

　（
小
浜
町
73
-3
66
6）

●
国
見
地
区
集
団
健
診

　（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～

4時
、小
浜
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
）

●
第
26
回
文
化
祭
 呈
茶
会

（
午
前
9時
30
分
～
正
午
、

ハ
マ
ユ
リッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

●
第
27
回
文
化
祭
 音
楽
芸

能
発
表
会（
午
後
1時
～
、

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

●
第
37
回
小
浜
町
文
化
祭
将

棋
大
会（
午
前
10
時
～
午

後
4時
、南
本
町
公
民
館
）

　
松
本
医
院

　（
愛
野
町
36
-0
05
3）

　
ひ
ら
ゆ
医
院

　（
小
浜
町
74
-5
83
3）

●
障
害
者
巡
回
相
談（
ふ
る

さ
と
会
館
）※
詳
細
Ｐ
24

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～

4時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
遺
言
・
契
約
等
法
律
相

談（
午
後
1
時
～
4
時
、

愛
野
町
公
民
館
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時

3
0
分
～
正
午
、
国
見

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
吾
妻
地
区
集
団
健
診

　（
ふ
る
さ
と
会
館
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
吾
妻
地
区
集
団
健
診

　 （
ふ
るさ
と会
館
）※
詳
細Ｐ
11

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～
4

時
、南
串
山
総
合
支
所
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談（
午

前
9
時
～
正
午
、瑞
穂

町
公
民
館
）

●
行
政
相
談（
午
前
9時
～

正
午
、ふ
る
さ
と
会
館
）

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
年
末
調
整
説
明
会

　 （
午
後
1時
30
分
～
3時

30
分
、国
見
文
化
会
館
）

●
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば（
午

後
１
時
～
、愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
第
4
5
回
千
々
石
町
文

化
祭
 
演
芸
の
部（
午

後
7
時
～
1
0
時
、千
々

石
町
公
民
館
）

●
第
2
1
回
吾
妻
町
文
化

協
会
舞
台
発
表（
午
後
 

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
）

　
愛
野
診
療
所

　（
愛
野
町
36
-0
00
9）

　
副
島
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　（
小
浜
町
74
-3
70
0）

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

（
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
詳
細
Ｐ
２
４

●
婦
人
が
ん
検
診

　
午
前（
雲
仙
や
ま
び
こ
会
館
）

　
午
後（
南
本
町
公
民
館
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
婦
人
が
ん
検
診

　（
南
本
町
公
民
館
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
年
末
調
整
説
明
会（
午
後

1時
30
分
～
3時
30
分
、

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

●
２
歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
・
妊
婦
産
婦
歯
科

健
康
診
査（
国
見
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

●
婦
人
が
ん
検
診
・
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診

　（
南
本
町
公
民
館
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
行
政
相
談（
午
後
1時
30

分
～
4時
、愛
野
総
合
支
所
）

　
中
村
眼
科
医
院

　（
愛
野
町
36
-1
06
0）

　
く
さ
の
循
環
器
内
科

　（
千
々
石
町
37
-6
05
0）

●
雲
仙
市
戦
没
者
追
悼
式

（
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、吾
妻
町
ふ
る
さと
会
館
）

　
松
尾
胃
腸
科
外
科
医
院

　（
国
見
町
78
-1
00
0）

　
泌
尿
器
科・
皮
ふ
科
菅
医
院

　（
南
串
山
町
88
-3
15
1）

●
婦
人
が
ん
検
診

　（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

（
ふ
る
さ
と
会
館
）

　
※
詳
細
Ｐ
２
４

●
３
歳
児
健
康
診
査

　（
瑞
穂
町
公
民
館
）

●
婦
人
が
ん
検
診

　（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
雲
仙
市
就
職
支
援
相
談
事
業
相

談日
（
午
前１
０時
３０
分～
午
後

４時
２０
分
、愛
野
町
公
民
館
）

●
２
歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
・
妊
婦
産
婦
歯
科

健
康
診
査（
南
串
山
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
婦
人
が
ん
検
診
・
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診

　（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
※
詳
細
Ｐ
11

●
第
6回
雲
仙
市
民

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　（
午
前
 百
花
台
公
園
）

　
梅
津
医
院

　（
国
見
町
78
-5
15
6）

　
松
島
外
科

　（
小
浜
町
74
-4
38
8）

12
11
10

11
月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

元
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
1
0
:3
0
、8
月
の
対
象
/H
2
6
.8
～
H
2
7
.3

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

勤
労
感
謝
の
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
11
月
の
対
象
/H
26
.1
1～
H
27
.6

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

医医

1
2
日（
火
）～
1
6
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

医医

医医

医医医医医医

医医



日時（内容）［説明］12月9日㈬ 午前10時～11時　［キムチ・カクテキ作り］12月11日㈮ 午前10時～午後1時
対象 一般　　　 定員 先着20人　　　 講師 金　孝景(キム  ヒョキョン)氏　雲仙市国際交流員
費用 1,500円程度（材料費　申込み時集金）　　　 場所 吾妻町ふるさと会館　調理実習室
持参品 筆記用具、エプロン、三角巾、手拭用タオル、大きめのタッパーかビニール袋、ゴム手袋、米半合
申込先 生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108　　 申込期間 11月6日㈮～11月17日㈫

　「白菜キムチとカクテキ作り」　～白菜塩漬けの説明とキムチ・カクテキ作り～

「国見農村環境改善センター」で利用しているざぶとんカバーを新しく作りかえます。
最終日は、自宅にあるざぶとん・クッションカバーをリメイクしてみましょう。（自宅用のみ布をご用意ください）

日時 11月24日㈫、27日㈮、12月2日㈬  午後1時30分～3時30分
対象 一般　 定員 15人（先着順）　 費用 無料　 持参品 裁縫道具（お持ちの人はミシン）　 場所 国見農村環境改善センター
申込先 生涯学習課　国見駐在　☎78-1100　　 申込期間 11月6日㈮～11月20日㈮

　「ちょこっと改善教室」 ～ざぶとんカバー編～

日時 12月7日㈪  午後1時30分～3時30分
対象 一般　　　 定員 15人
講師 吉田 サチ子 氏　おりがみ講師
費用 800円(材料費)　 持参品 はさみ、木工用ボンド
場所 千々石町公民館
申込先 千々石町公民館　☎37-2520
申込期間 11月9日㈪～11月20日㈮先着順

　「干支の折り紙教室」
～来年の干支の申（さる）を折り紙で作る正月飾り～

日時 11月26日㈭  午後1時30分～4時
定員 10人　　　 講師 前田 奈々美 氏
費用 150円程度(材料代)
持参品 彫刻刀（持ってない方は要相談）、軍手、
　　  筆記用具、芋（さつま芋・じゃが芋）
場所 吾妻町ふるさと会館　研修室2
申込先 生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
申込期間 11月6日㈮～11月20日㈮

　　「芋版・消しゴムはんこで年賀状」
～彫刻刀で芋版・消しゴムはんこ作り～

日時 11月25日㈬・12月2日㈬	  
［昼の部］午後2時～3時30分［夜の部］午後7時～8時30分

対象 一般　　　 定員 各10人（先着順）
講師 久米 みつ子 氏（日本習字）　　　 費用 無料
持参品 筆ペンか小筆、絵の具道具（お持ちの方）
場所 ハマユリックスホール
申込先 生涯学習課　南串山駐在　☎88-3114
申込期間 11月2日㈪～11月20日㈮

　「墨絵で届ける年賀状」教室
～筆ペンで絵てがみ風な年賀状の書き方を学ぶ～

日時 12月8日㈫  午前9時30分～午後1時
対象 一般　　　 定員 20人（先着順）
講師 食生活改善推進員連絡協議会国見支部
費用 500円（材料代）
持参品 エプロン、三角巾、タオル、米一合、筆記用具
場所 国見農村環境改善センター
申込先 生涯学習課　国見駐在　☎78-1100
申込期間 11月6日㈮～11月20日㈮

　「季節の料理教室」
　～ちょっと早めのおせち！～

市民講座UNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９時から午後５時までです。
皆さんのご応募お待ちしています。

　雲仙市図書館からのお知らせ　　図書館のWeb予約を活用しましょう！
雲仙市図書館ホームページから図書のWeb予約サービスを利用することができます。（視聴覚資料を除く） 
◎自宅のパソコンやスマートフォンなどで24時間本の予約ができます。
◎予約した本は受取館を選べます。市内の図書館・図書室どこでもOK ！
◎借りている本の返却日や予約状況を調べることができます。
 Web予約サービスをご利用になるには 図書館利用者カード と 個人パスワード の登録が必要です。
どちらも雲仙市図書館および各図書室のカウンターで申込みできます。

【問】雲仙市図書館　☎78-3977　ほか各公民館図書室
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今
か
ら
25
年
前
の
平
成

2
年
11
月
17
日
午
前
3
時

22
分
、
気
象
庁
雲
仙
岳
測

候
所
（
当
時
）
で
、
火
山

性
の
微
動（
地
面
の
振
動
）

が
観
測
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

こ
の
日
の
朝
6
時
頃
、
普

賢
岳
山
頂
の
東
2
か
所
で

噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の

が
、
住
民
に
よ
っ
て
目
撃

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

噴
火
は
、
マ
グ
マ
の
熱
に

よ
っ
て
温
め
ら
れ
た
岩
盤

と
地
下
水
が
接
触
し
て
お

こ
る
「
水
蒸
気
噴
火
」
で

し
た
。

　
こ
の
噴
火
以
降
、
島
原
半
島
は
お
よ

そ
5
年
継
続
し
た
噴
火
に
対
峙
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
噴
火
の
前

に
は
ど
の
よ
う
な
前
兆
現
象
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
噴
火
が
起
こ
る
約
1
年
前
の
平
成
元

年
11
月
22
・
23
日
、
島
原
半
島
の
西
に

位
置
す
る
橘
湾
の
地
下
で
群
発
地
震
が

起
こ
り
ま
し
た
。
群
発
地
震
の
回
数
は

徐
々
に
増
加
し
、
翌
平
成
2
年
6
月
に

は
島
原
半
島
中
央
部
ま
で
拡
大
し
ま
し

た
。
活
動
は
消
長
を
繰
り
返
し
な
が
ら

継
続
し
、
噴
火
の
1
か
月
前
に
当
た
る

10
月
に
は
、
火
山
性
微
動
の
振
れ
幅
が

大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
地
震
の
発
生

場
所
も
徐
々
に
浅
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
上
で
は
、
噴
気
の
噴

出
や
ガ
ス
の
発
生
と
い
っ
た
異
常
現
象

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
火
山
性
微
動
や
火
山
性
地
震
は
、
私

た
ち
が
見
る
事
が
で
き
な
い
地
下
の
マ

グ
マ
の
動
き
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
粘
り
気
の
強
い
マ
グ
マ
が
地
下
で
動

い
た
り
、
火
山
ガ
ス
な
ど
が
激
し
く
噴

出
す
る
と
、
地
面
が
震
え
続
け
ま
す
。

こ
れ
が
火
山
性
の
微
動
で
す
。
ま
た
、

マ
グ
マ
は
岩
盤
の
中
に
入
り
込
ん
で
新

た
な
通
り
道
を
作
る
際
に
、
岩
盤
を
割

り
な
が
ら
上
昇
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
が

火
山
性
の
地
震
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
元
年
11
月
に
橘
湾
の
地
下
で
起

き
た
群
発
地
震
は
、
マ
グ
マ
だ
ま
り
か

ら
新
し
い
マ
グ
マ
が
地
上
に
向
か
っ
て

動
き
始
め
る
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
図
に
示
し
た
よ
う

な
地
震
の
発
生
場
所
の
変
化
は
、

１
７
９
２
（
寛
政
4
）
年
に
お
き
た
寛

政
噴
火
の
時
に
も
あ
り
ま
し
た
。
雲
仙

火
山
に
は
、
噴
火
が
始
ま
る
前
に
橘
湾

の
地
下
で
地
震
が
頻
発
す
る
、
と
い
う

『
く
せ
』
が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

橘
湾
の
地
下
で
地
震
が
起
き
た
ら
必
ず

噴
火
す
る
と
い
う
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
40
年
代
後
期
や
昭
和
59
年
に
は
、

最
大
震
度
4
～
5
に
至
る
有
感
地
震
を

含
む
火
山
性
の
群
発
地
震
も
発
生
し
ま

し
た
が
、
噴
火
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
現
在
の
雲
仙
火
山
は
、
気
象
庁
が
設

定
す
る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
「
１
：
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
」
に
あ
た
り
、

穏
や
か
な
状
態
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
山
が
平
穏
な
今
こ
そ
、
雲
仙
が
噴
火

の
前
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど
ん

な
噴
火
を
す
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
平
成
噴
火
の
開
始
か
ら
25
年
。

　
こ
れ
を
機
に
、
普
段
は
忘
れ
が
ち
な

「
雲
仙
は
活
火
山
で
あ
る
」
こ
と
を
、

も
う
一
度
心
に
留
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

九州オルレコースオープン記念イベント
「南島原コース」参加者募集

　韓国・済州島から始まった「オルレ」は、今ではトレッキングコース
の総称として使われています。
開催日：11月22日㈰　　受付開始：午前9時　　開会：午前１０時
集合場所：南島原市口之津港緑地公園　　申込締切：11月17日㈫
コース：口之津港～口之津歴史民俗資料館（距離 10.5km）
所要時間：3～4時間　　定員：300人
申込・問合せ：南島原市商工観光課（☎050-3381-5032）

　
平
成
噴
火
の
は
じ
ま
り
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平成26年度決算に係る
健全化判断比率等（暫定値）を公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、雲仙市の平成26年度決算に係る健全化判断比率およ
び資金不足比率を算定しましたので、下記のとおりお知らせします。
　なお、各比率については、今後、総務省において確定することになっており、今回公表するのはあくまでも“暫
定値”となりますので、比率などが変更になる場合があります。

【用語解説】
◎標準財政規模……�地方公共団体が標準的な状態で通常収入される経常的一般財源の規模。本市は、約

181億円。
◎標準財政規模等…�標準財政規模から公債費等に対する交付税算入額を差し引いたもの。
◎早期健全化基準…�地方公共団体が自主的な改善努力による財政健全化を図るべき基準。この基準を超え

ると、財政（経営）健全化計画の策定や外部監査などが義務付けられます。
◎財政再生基準……�地方公共団体が自主的な改善努力による財政健全化が困難で、国や県の関与による確

実な再生を図るべき基準。この基準を超えると、国や県の監督のもと、財政再生計画
の策定や外部監査などが義務付けられるほか、地方債の発行に制限が加わります。（地
方公共団体の自由裁量は事実上なくなります）

◎雲仙市の健全化判断比率および資金不足比率について� （単位：％）

健全化判断比率 雲仙市 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率
　�一般会計等（本市の場合、一般会計のみ）を対象とした
　実質赤字額の標準財政規模に対する比率

― 12.59 20.00

②連結実質赤字比率
　�全会計（本市の場合、8会計）を対象とした実質赤字額
　または資金の不足額の標準財政規模に対する比率

― 17.59 30.00

③実質公債費比率
　�一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金
　の標準財政規模等に対する比率

6.7 25.0 35.0

④将来負担比率
　�一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政
　規模等に対する比率

― 350.0

（備考）　実質赤字額および連結実質赤字額がないため、「―」を記載。
　　　　将来負担比率は数値がマイナスのため、「―」を記載。
� （単位：％）

資金不足比率 雲仙市 経営健全化基準
資金不足比率
　公営企業会計（本市の場合、5会計）ごとの
　資金の不足額の事業の規模に対する比率

　　※事業の規模
　　　「営業収益」－「受託工事収益」	

水道事業会計 ―

20.0
簡易水道事業特別会計 ―
下水道事業特別会計 ―
国民宿舎事業特別会計 ―
温泉浴場事業特別会計 ―

（備考）　資金不足額がないため、「―」を記載。

　雲仙市の健全化判断比率（①～④）と資金不足比率は、いずれも基準を下回っており、堅実な財政運営
に努めてきた結果が反映されたものとなっています。
　今後とも行財政改革を推進し、健全で計画的な財政運営に努めます。

問　財政課　☎38-3111

（経営健全化基準）
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「子育て支援員」研修の開催
～雲仙市子育てサポートセンター第11回会員養成講座含む～
　今年度より「子ども子育て支援新制度」が施行され、「地域子ども・子育て支援事業」の支援の担い手としての

「子育て支援員」を養成するための研修を下記の日程で行います。
日　　　時 内　　　　　容

11月24日
㈫

午前の部 子ども・子育て家庭の現状（子ども支援課） 子ども家庭福祉（子ども支援課）
午後の部 対人援助の価値と倫理（長崎女子短期大学　講師） 乳幼児の生活と遊び（保育士）

11月26日
㈭

午前の部 子どもの障害（児童発達支援センター） 特別に配慮を要する子どもへの対応（児童発達支援センター）
午後の部 小児保健Ⅰ・Ⅱ（市内小児科医）

11月30日
㈪

午前の部 乳幼児の食事と栄養（子ども支援課） 子どもの虐待と社会的養護（児童相談所）
午後の部 保育の原理（長崎女子短期大学　助教授） 保育者の職業倫理と配慮事項（長崎女子短期大学　准教授）

12月4日
㈮

午前の部 心肺蘇生法（小浜消防署）
午後の部 子どもの発達（長崎大学　准教授） 乳幼児の発達と心理（長崎大学　准教授）

12月11日
㈮

午前の部 地域保育の環境整備（長崎女子短期大学　講師）安全の確保とリスクマネージメント（長崎女子短期大学　学長）
午後の部 総合演習 グループ討議

※（　）は講師　場所…雲仙市千々石庁舎3階大会議室。12月4日㈮は千々石保健センター機能訓練室
研修参加ご希望の人は、子ども支援課へ研修申込書をご提出ください。
申込用紙は子ども支援課に準備しています。ホームページよりダウンロードすることもできます。
(申し込み締め切りは11月18日㈬まで)
※託児も予定していますので、早めにご相談ください。
詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。� 問　子ども支援課　☎36-2500

「幸せ運ぶメールマガジン」運用開始！
　雲仙市では、市内のイベントなど婚活支援に関する情報をメール配信する
「幸せ運ぶメールマガジン」の運用を開始します。

　登録にお名前や住所などの個人情報は不要で、簡
単なアンケートへのご回答とメールアドレスをお知
らせいただくだけでご利用いただけます。登録対象
者は右記のとおりで、婚活をされるご本人だけでな
く、独身の人を心配されるご家族もご登録いただけ
ます。

・市内で実施する婚活イベント情報
・市内婚活支援団体が実施するお見合い事業など
の婚活支援事業情報
・市役所が実施する婚活講座情報
・その他、婚活のサポートとなる情報

登録は簡単！ 配信予定情報

　来年１月下旬から２月上旬に
雲仙市婚活講座「お見合い塾」
を計画中。内容の詳細はメール
マガジンでも配信予定です。

Coming soon!登録対象者
１．市内在住の独身男性・女性
２．市外在住の独身女性
３．１および２に該当する人のご家族

登録はQRコードまたは下記 HPアドレスよりお願いします。
http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22137
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雲仙市内において火災が多発しております。
火災の内容を見ると、「建物火災」や「たき火が原因の火災」が多く発生しており、
そのほとんどが人の不注意によるものです。
火災は生命や財産を一瞬に奪ってしまいます。火の取り扱いには十分注意しましょう。

問　小浜消防署（☎74-3231）　島原消防署（☎62-0119）　雲仙市消防団（☎38-3111）

秋季全国火災予防運動 (実施期間：11月9日～15日)

11月9日から15日まで全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。
火災を起こさないように、火の取り扱いには十分注意しましょう。

（平成27年度全国統一防火標語）
「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

雲仙市内の火災概要表（平成27年1月～8月）

種　別 建物火災 車両火災 林野火災 その他の火災 合　計

小浜消防署管内 5 1 0 1 7

島原消防署管内
(瑞穂町、国見町のみ)

1 0 0 2 3

雲仙市合計 6 1 0 3 10

　ノラネコによる生ゴミの飛散や公共施設・敷地内に排泄される糞尿の悪臭など、住民とのトラブルの発
生は依然としてあとをたたず、また、子猫や管理できないネコの処分方法など社会問題になっています。
　公益社団法人長崎県獣医師会では、犬やネコなどの家庭動物の適正な飼養管理はもちろん動物愛護の普
及啓発を推進されており、町内会等の組織が一体となって地域ネコと住民の共生を目指す活動を実施する
団体等には、地域ネコの避妊・去勢に対する支援を実施しております。
　「地域ネコ」とは：所有者が不明で住民が協力して餌を与えたり糞の処理をするなど、地域に住み着い
ているネコ

○支援の対象
　ネコと人間の共生をめざして組織的に活動する町内会（自治会）
○地域ネコの収容・運搬
　町内会対応
○注意事項
　申請について、これまでも誤解やトラブルが多いので概略要点を説明します。
　①一部のネコ好きの人、或いはノラネコ被害者のための事業ではないこと。
　　（ノラネコではなく、その地域の住民が世話している地域ネコが事業の対象）
　②事業の内容等を十分理解の上、町内会（自治会）全体が一致して取り組むこと（避妊手術ありきでは
　　ない）。従って、自治会の役員会（総会）の決議が必要。
　③町内会の協議が必要なので拙速にはできない。（十分検討が必要）

ノラネコ避妊・去勢支援事業について

問　環境政策課（☎38-3111）
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今後、新町教室（愛野町）・夏峰教室（瑞穂町）・大熊１教室（吾妻町）がスタートする予定です。
山沢教室（愛野町）平成２７年５月スタート

Ａさん：「私、認知症にならないか不安だったんです！でも教室に参加してたら予防できそうで、安心しました！」

迫教室（愛野町）平成２７年６月スタート

Bさん：「家では全然笑わないのに、教室に行くと楽しくて～♪♪（笑い）」　

Cさん：「なかよしグループで、結成しました。毎週会うのが楽しみです♪」

尾茂教室（国見町）平成２７年９月スタート

いや～　何年ぶりやろか
嫁さん以外に触れるとは♪♪

８月２３日（日）ふれ愛 愛の夏まつりに愛野の
１１教室の選抜メンバーで出演しました♪
８月２３日（日）ふれ愛 愛の夏まつりに愛野の
１１教室の選抜メンバーで出演しました♪

９月１７日（木）幸町がんばらんば敬老
会を自治会主催で開催しました。
大変盛り上がりました。

問　福祉課高齢者福祉班　☎36-2500

思ったとおりにならんね～

美人に写して～（＾Ｏ＾）
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福祉課障害福祉班
☎36－2500 お 知 ら せ

雲仙市地域自立支援協議会子ども支援部会だより
放課後ディサービス事業所の紹介

放課後等デイサービスそら＆おおぞら
　障がいをかかえたお子様のデイサービス
です。橘湾を望む小浜の高台にあり自然豊
かな環境の中で、学校、ご家庭と連携を図
り、学習を含めてお子様にあった生活支援
を行っています。
　平日は、下校時から18時まで、土曜日
は９時～17時まで支援を行った後、ご自
宅へお送りいたします。
　調理や工作、図書館や公園へのお出かけ、
コンサート観賞等、様々な行事を行ってい
ます。

「そら」は、
小学生を対象とし、楽しく遊びな
がら生活習慣を養います。

「おおぞら」は、
中高生を対象に進学や就職を見据
え社会性を養います。

おばまの森　　TEL0957-75-0888　　http://www.obamanomori.com/

■障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」(市委託事業者)
は、障がいのある人やその家族を対象に、毎月巡
回相談をおこなっています。お気軽にご相談くだ
さい。秘密は厳守します。

日時場所　11月9日㈪　吾妻町ふるさと会館
時間　午後1時30分～4時まで
相談　無料（予約不要）
問　障害者相談支援事業所「はあと」�（☎36-3850）

■広報うんぜん音訳CDの貸し出しと
配布について

【音訳CDの貸し出し】
　「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無料
で貸し出します。（貸出期間は２週間です。）

（貸し出し場所）福祉課・市民窓口課・各総合支所
市民生活課・雲仙市図書館および各公民館図書室

【音訳CDの配布】
　「広報うんぜん」の音訳CDを身体障害者手帳（視
覚に障害のある人）をお持ちの人に無料で配布して
います。ご連絡ください。

■視覚障害者の生活訓練に
� 参加しませんか！
　視覚に障害のある人を対象に点字訓練やボラン
ティアとの交流会をおこなっています。（参加費無料）
市役所本庁⇔小浜老人福祉センター間はマイクロバ
スでの送迎も行っていますので、ご利用ください。

【開催日】
①11月3日㈫・10日㈫　愛野公民館
　午前10時～正午（点字訓練）
②11月17日㈫　小浜老人福祉センター　午前10時～正午（点字訓練）午後1時～3時（交流会）
③11月25日㈬　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

■障がい者（児）巡回歯科診療

実施月 診療日
（毎週金曜日、祝日を除く） 診療時間 実施場所

H28年
１月

8日、15日、
22日、29日 10時30分～正午

午後1時～4時
県南
保健所H28年

2月
5日、12日、
19日、26日

【申込締切】　12月7日㈪
【申込先】　福祉事務所、
　　　　　市役所市民窓口課または各総合支所
問　県南保健所　☎0957-62-3289
　　長崎県口腔保健センター☎095-848-5970
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　市では、市が所有している公用車の一部について、有効利用を図るため、市民の皆さまなどへ売却します。
　購入を希望する人は、下記の内容を確認の上、入札にご参加ください。

○物件（売却車）の概要
種　別 台　数 メーカー 備　考

1 軽貨物自動車 3台 三菱 バン

2 小型貨物自動車 1台 いすゞ ダンプトラック

計 4台
　　　※入札は1台ずつおこないます。
　　　※各車両の詳細については「市有公用車売払いのご案内」や下見会においてご確認ください。

○入札の方法　一般競争入札とし、市が定める参加資格を有し、かつ最低売却価格以上の最高の価格をもっ
て入札した人と売買契約を締結します。
○入札参加資格・申込方法　管財課または各総合支所にある「市公用車売払いのご案内」を必ず確認し、

管財課または各総合支所へ申し込んでください。（案内はホームページでも見ることができます。）

○申込受付期間　11月9日㈪～30日㈪　午前9時～午後5時　
○入札物件公開（下見会）
　　① 11月17日㈫　午前10時～正午　　② 11月20日㈮　午後2時～4時　　
　　（会場）　吾妻体育館そばプール跡地駐車場　※外観のみであれば上記日時以外でも確認可とします。

○入札日時および場所
　日時　12月9日㈬　（受付）午後1時～　（説明会）午後1時30分　（入札会）午後2時
　場所　吾妻町ふるさと会館　2階　研修室1
� 問　管財課　☎38-3111

臨時福祉給付金の申請受付
　市では、臨時福祉給付金の申請受付を９月１日から行っています。
　基準日（平成27年１月１日）に雲仙市に住民登録され、平成27年度市民税（均等割）が非課税であり、
課税者の扶養となっていない人が対象です。（生活保護の人は対象外）
　申請が、まだお済みでない人は、雲仙市福祉事務所（千々石）、本庁市民窓口課（吾妻）、または、お近
くの総合支所市民生活課で手続きを行ってください。
　なお対象になると思われる人がいる世帯には、８月下旬にお知らせをお送りしています。

　■支給額　　　　　対象者１人につき６千円

　■必要な書類等　　①印鑑
　　　　　　　　　　②健康保険証や運転免許証などの公的機関が発行する身分証明証
　　　　　　　　　　　（※同一世帯でまとめて申請される場合には、対象者全員分の身分証明証が必要です。）
　　　　　　　　　　③振込を希望される本人口座の通帳（世帯申請の場合は、代表申請者名義の通帳）

� 問　福祉課　☎36-2500
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1
いい
1月3

みらい
0日は『年金の日』

■�現在空いている教職員住宅の	
一般入居者を募集します。

〈募集住宅〉
住宅名 多比良教職員住

宅（1戸）
神代教職員住宅

（1戸）
号　室 1号室 2号室

所　在 国見町多比良丙
1172番地

国見町神代丙
291番地2

建　設 昭和53年度 平成5年度

構　造 鉄筋コンクリート
造　２階建 木造 ２階建

間　取
1F �和室6帖
2F �和室7.5帖、

洋室6帖

1F �和室6帖、
洋室7.5帖

2F �和室6帖、
洋室6帖

駐車場 有 無
浴槽・風呂釜 有 有
共益費 無 無

〈申込期間〉11月2日㈪～20日㈮
〈申込方法〉入居については入居資格に該当され

ていることが条件です。詳しくは教育委員会総
務課または各駐在に備え付けている募集要項を
ご覧になり、必要書類を提出してください。
� 問　教育委員会　総務課　☎37-3113

■ハローワーク諫早巡回相談
　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が実施されます。職業相談、職
業紹介が雲仙市福祉事務所(千々石庁舎内)で受け
られますので就職活動中の人、転職を考えている
人、お気軽にご相談ください。

日　時：11月11日㈬　午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
※事前に電話予約してください。

� 問　子ども支援課　☎36-2500

■国民年金についてのお知らせ
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となります。
　控除の対象となるのは平成27年1月から12月ま
でに納められた保険料の全額です。ご家族の国民
年金保険料を納付されている場合、その保険料も
あわせて控除が受けられます。日本年金機構から

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送
られますので、年末調整や確定申告の際には必ず
この証明書または領収証書を添付してください。

問　諫早年金事務所　☎0957-25-1662
　　市民窓口課　☎38-3111

■求む！成人式ボランティアスタッフ！！
　平成28年成人式当日にお手伝いしてくださるボ
ランティアスタッフを募集いたします。
　一緒に成人式を盛り上げましょう！

日　時 :平成28年1月4日㈪　午後1時～4時
会　場 : ハマユリックスホール（南串山町）
対　象 : 高校生～25歳まで（新成人者も含む）
役　割 : 受付など当日の運営補助
申込み : 電話による申込み
申込締切 : 平成27年12月11日㈮
※当日は各自現地にご集合ください。

� 問　教育委員会生涯学習課　☎37-3113
� 国見駐在　☎78-1100
� 瑞穂駐在　☎77-2125
� 吾妻駐在　☎38-3108
� 愛野駐在　☎36-0616
� 小浜駐在　☎74-5501
� 南串山駐在　☎88-3114

■防災行政無線を用いた全国一斉
　情報伝達訓練
　雲仙市では、地震･津波などの災害時に必要と
なる情報を、すばやく確実に住民の皆様へお伝え
するために、全国瞬時警報システム（※Ｊアラート）
と連動した緊急放送の伝達訓練を下記により実施
します。（※Ｊアラートとは、地震･津波や武力攻
撃などの緊急情報を、国から市区町村へ人工衛星
などを通じて瞬時に伝えるシステムです。）
実施日時：11月25日㈬　午前11時ごろ
　　　　　  注）�災害等が発生した場合は、	  

訓練が延期されることがあります。
放送内容：

　実際に国からの緊急放送を
受信しての訓練となります。
　緊急の際、今回の放送と類
似したものが放送されますの
で、住民の皆様は、注意して
お聞きください。
� 問　市民安全課　☎38-3111

～防災行政無線チャイム～

「これはテストです」「これはテストです」
「これはテストです」

～防災行政無線チャイム～
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■就職したい人を応援します。
　～雲仙市就職支援相談事業～
11月の相談日は、11月26日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度　（電話予約制）

※就職先をご紹介するものではございません。
※�相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へＵ

ＪＩターン希望の人
【相談の時間帯】	 ①10時30分～11時20分
	 ②11時30分～12時20分
	 ③13時30分～14時20分
	 ④14時30分～15時20分
	 ⑤15時30分～16時20分

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■2016年版　県民手帳を販売
　「安い！」「便利！」「情報いっぱい！」でおな
じみの長崎県民手帳を好評発売中です！
　県民手帳には、各種統計や県内各地の行事が掲
載され、日記としても便利な一冊です。
　今年度版から県内観光施設等割引特典付きと
なっています。ぜひ、お求めください。

販売期限：平成28年1月29日㈮
販売場所： 人事課または各総合支所市民生活課
販売価格：1冊600円

　　問　人事課　☎38-3111

■生活上のお悩みをご相談ください
　市では生活上の様々なお悩み（仕事が見つから
ない、生活が苦しいなど）や心配事の相談窓口を
設置しています。相談料や予約は不要ですので是
非ご利用ください。
【利用時間】月曜～金曜（午前8時30分～午後5時15分）
　　　　　※祝日は休み
� 問　保護課　☎36-2500

■時間外交付サービスのご案内
　市では、「仕事の都合などで市役所が開いてい
る時間にどうしても行けない」という人のために
住民票や税の証明書などの時間外交付サービスを
実施しています。
【交付サービス内容】
⑴住民票
⑵�所得・納税関係（所得証明書、所得・課税証明

書、課税証明書、非課税証明書など）
⑶�固定資産関係　（評価証明書（土地・家屋）、価

格通知書（土地・家屋）、公課証明書など）
【利用時間】
平日午後7時まで、休日午前8時30分～午後7時まで
※�受け取りを希望する本庁・支所へ時間内（平日午

前8時30分～午後5時15分）にご連絡ください。
※�予約がないと交付できません。
　詳しくは市ホームページをご覧になるか、担当
課へお問い合わせください。
問　⑴市民窓口課　⑵⑶税務課・収納推進課
　　☎38-3111

■働きたい人のための！
　やさしい履歴書の書き方講座
　参加費無料でキャリアカウンセラーが丁寧に指
導します。どなたでもお気軽にご参加ください。
日時：11月5日㈭　午後2時～4時
場所：愛野町公民館　2階小会議室
必要なもの：筆記用具
※事前予約制ですので下記までご連絡ください。
� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■職員の人事異動　
　次のとおり人事異動についてお知らせします。

○平成27年9月30日付� 【　】は前任
　退職　光永　喜義
　【産業振興部　国民宿舎望洋荘　主事】

� 問　人事課　☎38-3111

〔
広
告
〕

満載！！

スマホ版雲仙市ホームページ公開開始！スススススススススススマママママママママママホホホホホホホホホホホ版版版版版版版版版版版雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙市市市市市市市市市市市ホホホホホホホホホホホーーーーーーーームムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペーーーーーージジジジジジジジジジジ公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始！！！！！！！！！！！
雲仙市からのお知らせ

雲
仙
市
の
生
活
に

　

便
利
な
情
報
満
載
！！ スマホ版

いつでもどこからでも雲仙市の情報ゲット！！
便利！！
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お
知
ら
せ

■
ひ
と
り
親
の
た
め
の	

	

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
パ
ソ
コ
ン（
文
書
作
成
）の
資
格
を

取
得
し
て
、
就
職
・
転
職
を
目
指
す

人
の
た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

（
無
料
託
児
・
駐
車
場
有
り
）

日
時　
1
月
17
日
か
ら
2
月
28
日
の

間
の
毎
週
日
曜
日（
計
7
回
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30

分
、
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

30
分（
合
計
4
時
間
）

場
所　
株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ベ
ー
ス

島
原
教
室〔
島
原
駅
よ
り
徒
歩
10

分
〕

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父

お
よ
び
寡
婦

募
集
人
数　
15
人

受
講
料　
無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
5
4
0
円
、
受
験
料
5
1
4
0

円
が
必
要
）

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈮
ま
で

申
・
問　
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
な
が
さ
き

�

☎
0
9
5（
8
1
3
）0
8
0
0

■
平
成
27
年
度
　		

第
2
回
消
防
設
備
士
試
験

試
験
日　
1
月
31
日
㈰
午
前
10
時
～

場
所　
長
崎
大
学（
文
教
キ
ャ
ン
パ

ス
）

試
験
種　
甲
種（
特
類
、第
1
類
～
5

類
）、乙
種（
第
1
類
～
7
類
）

申
請
方
法　
書
面
申
請
お
よ
び
電
子

申
請

受
付
期
間　
書
面
申
請　
11
月
20
日

㈮
～
12
月
4
日
㈮　
　
電
子
申
請

　
11
月
17
日
㈫
～
12
月
1
日
㈫

問　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部

�

☎
0
9
5（
8
2
2
）5
9
9
9

■
野
の
花
風
館
ま
つ
り

　
バ
ザ
ー
や
喫
茶
、
展
示
販
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
出
店
し
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
3
時

場
所　
地
域
就
労
事
務
所　
野
の
花

風
館

問　
野
の
花
風
館
ま
つ
り
実
行
委
員

会　
☎
0
9
5
7（
78
）3
8
6
6

■
甲
種
防
火
管
理
者	

	

資
格
取
得
講
習
会

日
時　
11
月
26
日
㈭
午
前
9
時
～
午

後
3
時
・
11
月
27
日
㈮
午
前
9
時

～
午
後
3
時
30
分

場
所　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部 

4
階
多
目
的
ホ
ー
ル

受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代　
3
6
5
0

円（
当
日
徴
収
）

申
込
期
間　
10
月
26
日
㈪
～
11
月
20

日
㈮

問　
消
防
本
部
予
防
課

�
☎
0
9
5
7（
62
）5
8
5
7

　
島
原
消
防
北
分
署

�

☎
0
9
5
7（
78
）2
8
7
0

■「
県
央
リ
サ
イ
ク
ル
の
集
い
」の�	

開
催
に
つ
い
て

日
時　
11
月
8
日
㈰
午
前
9
時
～
正

午
場
所　
県
央
不
燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
展
示
」「
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
」

「
ゲ
ー
ム
」「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

ほ
か

入
場
料　
道
端
な
ど
に
落
ち
て
い
る

空
カ
ン
・
空
ビ
ン
を
1
個
以
上

問　
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

☎
0
9
5
7（
23
）3
6
0
0

■
自
衛
官
募
集

募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生（
男

子
）　
②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒（
一
般
）

受
験
資
格　
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人　
②
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
①
通
年　
②
11
月
1
日

Information

税務署からのお知らせ

税の分野でも社会保障・税番号制度が導
入され、平成28年１月以降順次、税務
関係書類に個人番号 （マイナンバー）・
法人番号を記載することになります。

問 島原税務署
 ☎0957（62）3281

社会保障・税番号制度
あなたにも、マイナンバー。はじまります。

税務関係書類への番号記載時期

詳しい情報は、国税庁ホームページ内
「社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉について」へアクセス

記　載　対　象
平成28年１月１日の属する年分以降の申告書から
平成28年１月１日以降に開始する事業年度に係
る申告書から 
平成28年１月１日以降の金銭等の支払などに係
る法定調書から
平成28年１月１日以降に提出すべき申請書など
から

所得税

法人税        　

法定調書 　
申請書・
　届出書

〔
広
告
〕
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㈰
～
平
成
28
年
1
月
8
日
㈮

試
験
日
　
①
受
付
時
に
お
知
ら
せ　

②
平
成
28
年
1
月
23
日
㈯

募
集
人
員　
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
島

　
原
地
域
事
務
所

�

☎
0
9
5
7（
62
）3
7
5
9

■
労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
は�	

お
す
み
で
す
か

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
と
そ
の

家
族
の
生
活
と
安
心
の
た
め
、
労
働

者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
の
加
入
手
続
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
加
入
手
続

が
お
す
み
で
な
い
事
業
主
の
人
は
速

や
か
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。詳

し
く
は
、
長
崎
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室【
電
話
0
9
5（
8
0
1
）０
０�

２
５
】ま
た
は
、最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」�	

強
化
月
間

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

…
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た
だ
し
、

土
、日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
番
号（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問　
長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

�

☎
０
９
５（
８
２
０
）５
９
８
２

■
16
回
長
崎
県
障
害
者
芸
術
祭
開
催

　
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
芸

術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま

す
。
メ
イ
ン
演
目
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

第
九
の
合
唱
で
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
地
元
中
高
生
で
結
成
さ
れ

た
吹
奏
楽
団
と
共
演
し
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
と
も
に
支

え
合
い
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
つ
く

り
上
げ
る
ス
テ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
12
月
6
日
㈰
午
後
0
時
30
分

～
3
時
30
分

場
所　
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

内
容　
器
楽
演
奏
・
第
九
合
唱
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
演
目
、作
品
展
、即
売

会
な
ど

入
場
料　
無
料

問　
長
崎
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５（
８
４
２
）８
１
７
８

　全国的に児童虐待に関する相談件数は依然として
増加しており特に子どもの生命が奪われるなど重大
な事件も後を絶たない状況となっています。
　そのため、虐待の発生予防、早期発見・早期対応
から虐待を受けた子どもの自立に至るまでの切れ目
のない総合的な支援が必要です。

いちはやく

189
〈児童相談所全国共通3桁ダイヤル〉

連絡は匿名で行なうことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は
守られます。

（相談窓口）
●雲仙市家庭ホットライン
　☎0120（928）471
●雲仙市家庭児童相談室
　☎0957（36）2500

平成27年分の年末調整説明会
開催日 時間 会場 対象地域

11月13日
㈮ 午

後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

国見町文化会館 国見、瑞穂、
吾妻、愛野

11月17日
㈫

島原復興アリーナ
（サブアリーナ） 島原市

11月18日
㈬

南島原市ありえ
コレジヨホール 南島原市

11月19日
㈭

南串山ハマユリッ
クスホール

千々石、　　
小浜、南串山

◎�説明会で使用する年末調整関係書類は事前に配
布（送付）しますので、説明会当日に必ず持参願い
ます。

◎�指定日時に出席できない人は、他の開催日に出席
されても差し支えありません。
� 問　島原税務署法人課税部門　☎62-3818

〔
広
告
〕

☎
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お詫びと訂正
　市報10月号に掲載された『華麗なる宝塚OGコンサー
トin雲仙』チケット発売について、誤った情報を掲載し
ましたので、お詫びと訂正をいたします。
　（誤）　午後6時00分開場　午後6時30分開演
　（正）　午後6時30分開場　午後7時00分開演
　（誤）　チケット：【全席指定】一般5,000円　
　（正）　チケット：【全席自由】一般3,000円　

　市報10月号に掲載された『平成28年成人式のおし
らせ』について、誤った情報を掲載しましたので、お
詫びと訂正をいたします。
　（誤）　申込締切　11月28日㈯
　（正）　申込締切　11月30日㈪

� 問　生涯学習課　☎37－3113

　平成27年7月8日から9月8日まで募集してい
ましたキャラクターについては、市民の皆さま
より207点のご応募をいただきました。たくさ
んのご応募ありがとうございました。
　厳正な審査の結果、小森亜樹さん（30歳）の
作品を優秀作品に決定しましたのでお知らせ
します。優秀作品に決定した小森さんの作品
は、今後デジタル化などの調整を行うため、
キャラクターの名前や姿の正式な発表は2月中
旬になります。グッズ作成もあわせて進めてま
いりますので、もうしばらくお待ちください。

問　生涯学習課　☎３７-３１１３

雲仙市図書館イメージキャラクターの選考結果
たくさんのご応募ありがとうございました！

若手職
員コラム

編集者から� 広報班 　◯
　今月号には掲載できていませんが、10月12日に『第５回
雲仙市民大運動会』が行なわれました。広報の仕事をする
ようになって初の大運動会の取材でした。
　競技種目は旧町単位での種目が多かったのですが、応援
が分け隔てなく行われている様子を見ていると、まるで大
家族がわが子の運動会を観ているようでした。参加された
皆さん、お疲れ様でした。

人のうごき（9月末）� ［住民基本台帳月報］

■人　口：45,790人　　（前月比 −67人）
　　男性：21,696人　　女性：24,094人
■世帯数：17,105世帯　（前月比 −18世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（9月末）

10歳未満　3,548人

10～20代
7,988人

30～40代
9,594人

50～60代
13,887人

70～80代
9,700人 

90代～　1,073人

　
今
回
は
私
の
業
務
で
あ
る
戸
籍
事

務
の
日
々
の
業
務
の
な
か
で
感
じ
た

こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
に
感
じ
る
こ
と
は
、
知

識
が
と
て
も
必
要
な
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
戸
籍
事
務
を
担
当
す
る

ま
で
は
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
を
発
行

す
る
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
実
際
に
仕
事
に
携
わ
る

と
、
戸
籍
と
一
言
で
表
せ
て
も
多
く

の
法
律
が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

様
々
な
決
ま
り
が
あ
る
の
で
奥
が
深

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
次
に
思
う
の
は
、
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
立
場
に
な
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
事
で
す
。
市
役

所
に
は
行
き
に
く
い
と
思
わ
れ
る
方

も
多
く
、
実
際
に
窓
口
へ
行
っ
て
も

何
を
ど
う
尋
ね
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
仕
事
を
始
め
る
ま
で
は

窓
口
や
接
客
の
経
験
は
な
く
、
当
初

は
恐
る
お
そ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

接
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
窓
口

に
い
ら
し
た
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ

が
望
ま
れ
る
手
続
き
や
制
度
な
ど
を

伝
え
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉

だ
と
よ
り
解
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

か
、
尋
ね
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
的

確
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

か
と
て
も
不
安
な
毎
日
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
私
を
ご
指
導
し
て
下

さ
っ
た
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、

成
長
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
の

も
市
民
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

　
私
は
職
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
経
験

も
浅
い
で
す
が
、
日
頃
の
業
務
に
お

い
て
お
客
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て
柔

軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

親
し
ま
れ
る
職
員
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

市
民
窓
口
課
　
岩
田
久
美

　『
柔
軟
な
窓
口
対
応
を
目
指
し
て
』
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　求礼郡は、9月9日から11日までと、16日から18
日までの2回にわたって、2泊3日の智異山縦走体験
を開催しました。
　今回の山岳体験は、求礼郡の名山である智異山の
縦走※を通して智異山について正しく知り、自分を鍛
え、自分に自信を持つことはもちろんのこと、関係団

体や機関との交流および智異山の自然について広報
し、更なる観光情報発信を目的としたイベントです。
　参加者は、求礼郡の姉妹提携都市である釜山広域
市水営区役所と仁川広域市オンジン郡庁職員、管内
関連機関である教育庁および警察署、智異山国立公
園の職員、そして求礼郡庁職員と多岐に渡りました。

　参加者は、「今回の智異山縦走を通して、雲海
に囲まれた智異山で夢のような時間を過ごすこ
とができ、智異山最高峰の天王峰での日の出に
は歓声が起こった。次回は、より一層拡大した規
模で開催されることを期待する」と感想を述べ
ました。

※縦走…いくつかの山を次々と歩くこと。

姉妹都市　　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

　
秋
が
感
じ
ら
れ
る
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

雲
仙
の
あ
ち
こ
ち
で
紅
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
去
年
は
お
山
雲
仙
と
共
に
三
十
路
苑
の
紅
葉

を
満
喫
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
お
山
雲
仙
に
出

か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紅
葉
は
昼

間
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
雲
仙
の
三
十
路
苑
は
夜
で
も
見
ら
れ

る
の
で
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
紅
葉
を
見
な
が
ら
お
友
達
と
様
々
な
話

を
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
　

　
私
に
と
っ
て
紅
葉
狩
り
は
、
色
鮮
や
か
な
紅

葉
は
勿
論
で
す
が
、
紅
葉
を
見
る
た
め
に
、
渋

滞
す
る
道
を
粘
り
強
く
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
で
す
。
し
か
し
、
雲
仙

に
住
ん
で
い
る
間
は
、
す
ぐ
近
く
に
紅
葉
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
人
が
比
較
的
少
な
い
時

間
帯
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
紅
葉
を
楽
し
め
る

の
で
幸
せ
で
す
。

　
今
年
の
秋
、
皆
さ
ん
も
他
の
地
域
の
紅
葉
名

所
に
負
け
な
い
雲
仙
を
満
喫
さ
れ
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

国
際
交
流
員　
金キ
ム
ヒ
ョ
キ
ョ
ン

孝
景
さ
ん
の

ヒ
ョ
キ
ョ
ン
の
散
歩
道

Vol.18

三十路苑のライトアップ

求礼郡「智
チ
異
リサ ン
山縦走体験」実施

お山雲仙の紅葉

智異山縦走体験への参加者
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EVENT

昨年度の様子

雲仙市市制施行１０周年記念事業
第9回　雲仙市産業まつり～特産まんぞく市～

すてきなドリームコンサート
チケット発売

平成２７年度　
第１０回雲仙市少年の主張大会

今年の産業まつりも雲仙市の農林水産物、商工製品などの特産品の販売を盛大に行います。
また、体験コーナーを充実し、試食コーナーやステージイベントなども予定されています。
シャトルバスも運行しますので、是非ご利用ください！

　一流のクラシック演奏家によるミュージカル「サウン
ド・オブ・ミュージック」やクラシックの名曲をご堪能
いただけます。この機会にぜひお楽しみください！

★チケット販売
　ハマユリックスホール、吾妻町ふるさと会館、国見町
文化会館、教育委員会生涯学習課、ローソンチケットに
て11月25日㈬ 午前10時より販売します。
チケット：【全席自由】一般2,000円、高校以下1,000円

★コンサート内容
日　時：平成28年1月31日㈰　午後３時開演
場　所：吾妻町ふるさと会館多目的ホール
内　容：ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」ほか

★�未就学児の一時託児を専門サポーターが行います。ご
利用の際は１月20日㈬までに、雲仙市教育委員会生
涯学習課までお申し込みください。

※�本コンサートのチケットは完売次第、販売終了となり
ます。なお、チケットの転売、交換はできません。予
めご了承ください。

� 問　生涯学習課　☎37-3113

　雲仙市内の小・中学生14人の弁士たちが日ごろの生
活の中で感じていること考えていることや、社会・未
来への希望や提言を「少年の主張」として発表します。
　小・中学生らしい真摯な思いを是非、お聞きください。

【日時】12月5日㈯
　　　　開会：午後1時　閉会：午後4時20分（予定）

【場所】瑞穂町公民館　集会室

� 問　生涯学習課　☎37-3113

【日時】12月6日㈰　午前9時～午後3時
【場所】ＪＡ全農ながさき県南家畜市場（吾妻町）
【問合せ】観光物産課　☎　38-3111
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